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　熊本地震から１年８か月が過ぎました。新
聞報道によれば、県内主要企業へのアンケー
トで地震影響を脱したとの回答が８割を超え
たそうです。また、衆院選前の世論調査でも、
復旧・復興が進んでいると答えた人は６割を
超えています。
　けれど一方で、１万９千世帯の仮設暮らし
が続き、災害公営住宅着工はまだ５割に満た
ないという現実があります。地震の影響で心
のケアが必要な子どもも多数います。昨年熊
本市内では女性の自殺者が増えたという気に
なる報道もありました。当室を含め、相談機
関の役割はまだ大きいと感じます。
　当室では、身近な人の悩みを聴いている方
から助言がほしいという相談を受けることが

ありますが、こういう方たちを応援すること
も大切な支援だと考えています。話の聴き方
を尋ねられたときにお伝えしているポイント
は、「き・れ・い」です。
　「き」は「共感して」。「あなたの気持ち、
わかりますよ」という姿勢で話を聴くと話し
手は安心します。「れ」は「冷静に」。大げさ
な反応や感情的な態度を慎み、落ち着いて話
を聴くと、話し手は話やすくなります。「い」
は「一緒に考える」。結論を押しつけず、そ
の人の自己決定を尊重して寄り添うようにし
ます。
　身近な人から上手に話を聴いてもらえるこ
とで元気になる人がたくさん出てくることを
祈っています。
　　　（家庭児童相談室　相談員　砂川真澄）
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